
大曲仙北造形教育研究会

組織

主な事業

研究会の記録

会員数 30 名

会長　　　門脇　伸子　　　　　（桧木内小学校）
副会長　　佐川　由紀子　　　　（西明寺小学校）　　　　 菅原　靖　　　　（神岡小学校）
監事　　　西野　美佳　　　　　（大曲西中学校） 　　　　三浦　典子　　　（大曲小学校）
研究部　　菅原　久実　　　　　　（美郷中学校）
幹事　　　田中　真二朗　　　　（西仙北中学校） 　　　　渡邉　真理子　　（協和中学校）
　　　　　高橋　凉　　　　　　（生保内中学校） 　　　　三浦　里子　　　（大曲小学校）
会計　　　菊地　伸　　　　　　　（大曲中学校）

郡市教育研究会総会：研究テーマ，活動計画
役員の決定 （交流センター／４月２４日）

全国造形教育研究大会秋田大会 参加
（附属中・明徳小など／７月３０日～３１日）

大曲仙北造形教育研究大会 全国大会の振り返り
（平福記念美術館 角館／１０月２５日）

冬季研修 秋田県児童生徒美術展 研修・展示
（湯沢北中学校／１月２５日）

事業反省 平成３０年度の事業内容について
（大曲中学校 ／２月１５日）

大曲仙北児童生徒美術展 審査及び研修・展示
（大仙市大曲交流センター／１１月３０日～１２月２日）

◎全国造形教育研究大会 秋田大会より
　今年度も「思い豊かで楽しくてたまらない造形教育を求めて」という研究テーマを継続し，子どもたちが主体的
に造形活動に向かえるように題材構想や授業改善についての研究を深めることにした。
　７月30日 31日，秋田キャッスルホテルを主会場に開催された本大会は，全国各地から600名を超える参会者で
盛会だった。新学習指導要領が告示されて初めての研究大会でもあり，授業の方向性や評価に関する話題など議論
が深まる大会となった。小学校・中学校の公開授業及び実践発表者は以下の通りである。

◎第５０回 大曲仙北児童生徒美術展より
　期日：12月 1日（土）～2日（日） 会場：大仙市大曲交流センター
　児童生徒数の減少に伴い，出品点数は減少傾向だが，出品作品は多種多様であり，表現レベルも向上してきている。
児童生徒が各々の作品に対し主題（表したいことを）をもち，その主題に向かって試行錯誤している姿が目に浮か
ぶ作品が多くあった。また，教師側の作品の見せ方も工夫がされ
ており，空間的にも見応えのある「図工・美術の楽しさ」が伝わ
る展覧会になったと感じている。来場者も増え続けており，これ
を機会に造形教育の重要性や楽しさを伝えていけたらと考えてい
る。
　今後も大曲仙北の「思い豊かで楽しくてたまらない」授業実践
によって制作された作品の数々から，図工・美術の大切さ，楽し
さを多くの人に伝えていきたいと考えている。また，展覧会の在
り方に関しても引き続き県に対して提言していこうと考えてい
る。


